
令和４年１０月３日 

教 育 委 員 会 

 
幼児教育センター設置について 

 
１． 概要 

これまで本市では、幼児教育への支援を全般的に行うとともに、幼稚園教諭対象の研
修については公立私立問わず市全体へ門戸を開くなど、幼稚園教諭の資質向上に努め
てきている。さらに、文部科学省委託事業である「幼児教育の推進体制事業」（H28～
H30）においては、私立幼稚園を含む指定の小学校区において年間を通した保幼小連
携事業を展開し、成果物として「北九州市版 幼児教育と小学校教育の接続カリキュラ
ム」を作成した。 

本市の公立幼稚園については、令和７年３月末をもって現存する４園を全て廃止する
が、今後も引き続き本市の幼児教育水準の維持向上に努めていくため、教育委員会内
に「幼児教育センター」を設置し、私立幼稚園を教育面から支援する取り組みを推進す
る。 

 
２． 主な機能 
   ○ 幼児教育における調査研究 
   ○ 幼稚園教諭の資質向上 
   ○ 特別な配慮を必要とする幼児の対応への支援 
 
３． 体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 教育委員会・私立幼稚園連盟・子ども家庭局の三者を中心とした（仮称）北九州市幼児教育連絡会議を都度実施予定 

（必要に応じ、福岡県等の関係者も参加） 

幼児教育センター 
（教育委員会） 

新設 

一社）北九州市 

私立幼稚園連盟 

子ども家庭局 
（北九州市） 

文部科学省  福岡県 

総合療育 
センター 

支援 

私 立 幼 稚 園 

相談 

教員養成
大学等 
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４． 設置時期 
   令和５年４月１日 
 
５． 設置場所 
   北九州市立教育センター内（北九州市八幡西区相生町２０－１） 

 

６． 人員体制について 
幼児教育センター所長及び指導主事に加え、 
・ 幼児教育推進員 
・ 幼児教育アドバイザー（登録制） 
を配置する。 
  ※  本務・兼務の区分や、人数等については、今後関係部局と協議を進める。 

 
７． 幼児教育推進員及び幼児教育アドバイザーの業務内容について 
 

 幼児教育推進員 幼児教育アドバイザー 

（幼児教育・人材育成） （特別支援） （専門別） 

業 

務 

内 

容 

【幼児教育全般】 

・調査研究園への助言・支援 

・園内研修等での講師（幼保

小架け橋プログラム、幼児期

の終わりまでに育ってほしい

姿、教育課程、園マネジメン

ト、園評価等） 

・保幼小連携事業への助言・

支援（交流事業、スタートカリ

キュラム作成推進等） 
 

【人材育成】 

・幼児教育関連研修（新採

研・主任研等）の講師 

・幼児教育アドバイザーとの連

絡・調整 

【特別支援】 

・園の要請に応じ、保育参観

及び関わり方への助言 

・園内研修での講師（特別支

援） 

・関係機関（特別支援教育

課、特別支援教育相談セン

ター、総合療育センター、ひ

まわり学園、光の子学園等）

との連絡・相談・情報共有・

訪問依頼等 

・幼児教育アドバイザーとの

連絡・調整 

【各専門性を生かした分野】 

・園内研修等での講師 

・各場面における専門性を生

かした助言 

例：幼児教育・保育の内容（運

動遊び、読書活動など）

「食」「健康」に関わる保育

の充実 

保護者支援（親子関係、親

への支援） 

園運営、保護者・地域との

関わり 

幼児教育施設の防犯安全 

等 

 

 ※ 各園からの要請の内容に

応じて、適宜アドバイザーを

派遣する。 
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幼児教育センター３つの支援 その① 

幼児教育における調査研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 幼児の学びを発達の側面から捉えた「五つの領域」及び「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」について、分析・整理 

・ 園内・園外研修等での活用 

・ 幼児教育推進員・アドバイザー等による研究支援・助言 

○ 「幼稚園教育要領」の内容の充実に資する研究 
 

幼児教育センター 

私立幼稚園 
（研究実践園等） 

国（文部科学省） 

福岡県教育委員会 

連
携 

 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の接続について研究 

・ 実践事例を分析・整理 

・ リーフレット作成、市内の私立幼稚園・小学校・教員養成大学

等へ配布 

○ 「小学校教育への円滑な接続」に向けての調査・研究 
 

 

・ 架け橋プロジェクト等、文科省事業の受託・推進・発信 

○ 文部科学省の調査研究事業の受託・推進 
 

連
携 

保幼小連携事業 
（子ども家庭局） 

情
報
発
信
・助
言 

相
談
・助
言
依
頼 

私立幼稚園連盟 
（教育研究委員会） 
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幼児教育センター３つの支援 その② 

幼稚園教諭の資質向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 既存の指針をベースに、福岡県作成分や有識者意見等を踏
まえて作成 

○ 幼稚園教諭の人材育成指針の作成 
 

幼児教育センター 

 

・ 新たに作成する人材育成指針に沿って、既存の研修（北九
州市、私立幼稚園連盟、福岡県）を体系化 

○ 研修の体系化 
 

 

・ 体系化した研修を基に、幼稚園の現場の声や有識者意見等
を踏まえ、実地研修等のニーズに応じた研修を企画・実施 

○ 現場の声を生かした効果的な研修の企画・実施 
 

 

・ 研修情報に関する広報誌の作成･配付や、ホームページ･
SNS 等を活用した市内への幅広い情報提供 

○ 研修情報の発信 
 

 

 

・教員の資質育成指標を、ステージ０（教職準備期） 

～ステージ４（教職資質発展期）に整理 

北九州市立学校の教員としての資質の向上に関する指標 

これらを踏まえ 

市町村立幼稚園教員育成指標 

（福岡県） 

幼稚園教育要領（文部科学省） 
幼保連携型認定こども園 教育・保育要領 

（内閣府 文部科学省 厚生労働省） 

連
携 

情
報
発
信 

研
修
参
加 

 

 

（全日本私立幼稚園幼児教育研究機構） 

保育者としての資質向上研修俯瞰図 

私立幼稚園 私立幼稚園連盟(教育研究委員会） 
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幼児教育センター 

・相談申込書（別紙）

をメールで提出 

・電話で依頼     

・電話相談や訪問相談等 

への対応 

・担当課へ依頼した際の 

流れを説明 

・情報共有 

 
 

 
幼児教育センター３つの支援 その③ 

私立幼稚園等に対する特別支援教育に係る支援の流れ 
 

 

①
訪
問
日
時
や
内
容
等
に
つ
い
て
確
認
の
連
絡
を
す
る 

②
必
要
な
様
式
を
送
付
す
る 

③
訪
問
相
談
等
対
応
す
る 

・ 教育相談…適切な就学先や支援の方法等について、
保護者や園に助言を行う。 

 
・ 巡回相談…園を訪問して状況を把握し、適切な支援 

等について助言を行う。 

・ 園を訪問し、幼児の実態に応じた保育の手立てや、 
クラス経営、園の支援体制等についての助言等を行う。 

私立幼稚園等より相談・依頼等 
 

特別支援教育課 【目的別訪問】 

特別支援教育相談センター 【早期相談事業】 

・ 検査器具や教材の貸出等については、「特別支援学
校のセンター的機能」に協力を依頼する。 

 

 

専
門
性
や
継
続
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス 

・ 相談や依頼に対して、電話や訪問等による支援を行う。 

 

・ 相談内容を精査し、内容や状況に応じて担当課に依頼する。 
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令和４年度 幼児教育センター設置プロジェクトチーム 

 
１ 設置目的 

本市の幼児教育を推進するための幼児教育センター設置に向けて、その業務内容や運営体制、
構成員等について検討する。 

 
２ 構成メンバー 

１ 村上 順滋 連盟会⻑（あかつき幼稚園⻑） 

私⽴幼稚園連盟 ２ 髙原 惠⼦ 教育研究委員⻑（認定こども園徳⼒団地幼稚園⻑） 

３ 福江 國孝 財務委員⻑（認定こども園清和幼稚園⻑） 

４ ⼀ノ宮 成美 市⽴幼稚園⻑会⻑（鷹の巣幼稚園⻑） 
公⽴幼稚園 

５ 森友 由季⼦ ⼩倉幼稚園⻑ 

６ 松⽥ 陽⼀郎 幼稚園・⼦ども園課⻑ 
⼦ども家庭局 

７ 河﨑 幸⼦ 保育指導担当課⻑ 

８ 藤井 創⼀ 学校教育課⻑   ※プロジェクトリーダー 

教育委員会事務局 

９ ⼩⻄ 友康 特別⽀援教育課⻑ 

10 北野 ⾥⾹ 特別⽀援教育相談センター所⻑ 

11 武藤 佐予 教育センター所⻑ 

12 ⽴花 昭⼀ 教職員課⻑ 

13 松本 聡 学校規模適正化担当課⻑ 

14 奥村 和美 指導企画課⻑ 

15 本庄 裕⼦ 市丸⼩学校⻑ ⼩学校⻑会 

他 教育委員会 学校教育部、企画調整課、指導企画課 係⻑・指導主事 
＜有識者 アドバイザー＞ 

那須 信樹 中村学園⼤学教育学部 教授 R3.4 「公⽴幼稚園の在り⽅」 
学識経験者意⾒ 倉光 晃⼦ ⻄南学院⼤学⼈間科学部 准教授 

寺本 普⾒⼦ 東筑紫短期⼤学保育学科 教授 保育学科⻑ 

⼭⼝ 若菜 総合療育センター医師（精神科） 北九州市教育⽀援委員会 委員 

 

資料 
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３ 幼児教育センター設置に向けた協議経過 
 

日 程 内 容 
R4 年 1 ⽉ 20 日 

【他都市視察】 
※オンライン 

【視察】 
（幼児教育センター設置済 県・政令指定都市） 

・名古屋市 ・広島県 ・広島市 

1 ⽉ 28 日 
第 1 回会議 
【全体協議】 

13:00〜14:30 
（⼩倉北区役所） 

【協議】 
・幼児教育センター設置に向けた論点整理 

【論点案】 
①園経営、②研修、➂特⽀、④保幼⼩連携 等  

⇒ 論点ごとに部会を設置し、協議 

2 ⽉２２日 
【部会協議１】          

【協議】 
・各部会（①研修、②特⽀等）で協議、「⽅向性」の作成 

３⽉４日 
【部会協議２】          

【協議】 
・各部会（①研修、②特⽀等）で協議、「⽅向性」の確認 

４⽉ 25 日 
【部会協議３】  

【協議】  
・各部会（①幼児教育②研修③特⽀）進捗状況の報告、内容協議 
・第２回プロジェクト会議に向けた「⽅向性」及び成案素案の確認 

５⽉ 11 日 
【部会協議４】 

【協議】  
・各部会（①幼児教育②研修③特⽀）進捗状況の報告、内容協議 
・第２回プロジェクト会議に向けた「⽅向性」及び成案素案の確認 

5 ⽉１９日 
第 2 回会議 
【全体協議】 

14:00〜16:00 
（生涯学習総合センター） 

【協議】 
・各部会で作成した⽅向性について協議を⾏い、「成案」の素案を 
決定 

【主な検討事項】 
・具体的な幼児教育センターの体制及び機能等 

※ 有識者アドバイザーからの助⾔ 

７⽉２０日 
【部会協議５】 

【協議】 
・各部会（①幼児教育②研修③特⽀）進捗状況の報告、内容協議 
「成案」の作成 

８⽉８日 
第３回会議 
【全体協議】 

14:00〜16:00 
（⻄日本総合展⽰場新館） 

【協議内容】 
・各部会で作成した「成案」について議論し、決定 

※ 有識者アドバイザーからの助⾔ 
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・研
修

の
企

画
・運

営
（

幼
稚

園
教

諭
等

が
参

加
で

き
る

、一
般

研
修

）
・サ

ー
ク

ル
活

動
等

の
支

援
（

利
用

認
定

）
・幼

稚
園

の
認

定
（

１
号

、新
1

号
）

【
利

用
認

定
・市

民
相

談
窓

口
】

・幼
稚

園
の

認
定

（
新

2
号

、新
3

号
）

・子
ど

も
・家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
　（

保
育

サ
ー

ビ
ス

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
）

【
個

別
事

案
へ

の
対

応
等

】
（

保
護

者
等

）
（

私
立

幼
稚

園
等

）
〇

園
の

運
営

、教
育

方
法

等
に

対
す

る
苦

情
等

〇
教

育
方

法
、内

容
に

つ
い

て
の

相
談

〇
入

園
前

相
談

（
入

園
先

の
相

談
等

）
〇

人
材

育
成

に
つ

い
て

の
相

談

参
考
資
料

○
　私

立
幼

稚
園

（
７

２
園

）
○

　幼
稚

園
型

認
定

こ
ど

も
園

（
１

８
園

）
　　

　※
そ

の
他

の
認

定
こ

ど
も

園
（

３
７

園
）

及
び

保
育

所
・園

（
１

３
１

園
）

へ
の

支
援

に
関

し
て

は
、現

段
階

で
は

主
に

幼
児

教
育

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
。

　　
　　

　（
施

設
数

は
令

和
４

年
4

月
１

日
時

点
）

・早
期

相
談

事
業

（
継

続
支

援
等

が
必

要
な

ケ
ー

ス
等

）

所 管 事 務 等

対 象 と

す る 園

教
育

的
支

援

特
別

支
援

教
育

相
談

セ
ン
タ
ー

特
別

支
援

教
育
課

福 岡 県 子 ど も 家 庭 局 各 区

認
可

、
指

導
、
運

営
支

援

幼 児 教 育 セ ン タ ー 教
育

セ
ン
タ
ー

・目
的

別
訪

問
（

専
門

性
が

必
要

な
ケ

ー
ス

等
）

連
携

令
和

４
年

1
0

月
3

日
学

校
教

育
課

（
関

係
機

関
等

連
携

）
・保

幼
小

連
携

事
業
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